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　　漢字語の息音化
一側音後濃音化の場合一

車　野州

要　旨

　本稿は、現代韓国語の漢字語に見られる濃音化現象のうち、側音／己／の後で歯音

系五音／［，入，入／が濃音化するもの（以下側音後濃音化と呼ぶ）に関する辞典の

記述を調査した結果に基づいて、この現象の実態の一側面を明らかにしょうとするも

のである。調査に用いた辞典は、『号。矧網石』（李煕昇編、民衆書林）、「川♀司趾芒

λレ旦』（鎌脚撤・申王嘱目編、三省出版祉）、『最：新改定　三星版　号。i朔朴唱』（韓国語

僻典編纂會編、三星文化社）の三点である。

　調査の結果、一般に規則的であると考えられている側音斑濃帰化にかなりの例外が

あることが明らかになった。その例外を語の内部構造と語彙的特徴の二つの観点から

検討した。語構造の観点では、「独立要素＋依存要素」の構造の場合よりも「依存要素＋

独立要素」の構造の場合の方が、例外が多く見られる。これは二文字（あるいは音節）

を基本とする漢字語のリズムによるものと考えられる。内部構造が関与しない場合の

例外は、語彙的に限定された類の語に集中している。すなわち、そのような例外の大

部分は伝統的な概念を表す語か固有名詞的な語である。

　また、側音後濃音化は一般に漢字語を特徴付ける過程であると見なされているが、

固有語においては、これが形態素構造条件として機能していると解釈できることを指

摘した。

1．はじめに

　韓国語は音韻論的に見て非常に複雑な言語の一つである。子音に関する部分が特に

そうで、子音の交替に関わる音韻規則が極めて多い。世界の言語の中でも子音に関す

る音韻規則が最：も豊富な言語に属するのではないかと思われる。子音の円唇化、口蓋

化、軟口蓋化、鼻音の同化など、抽象度のレベルが低く言語普遍性の高い音声規則を

除いても、韓国語の音韻記述に必要な（形態）音韻規則はかなりの数になる。どのよ

うな枠組みを用いようと、韓国語の総合的音韻記述には激音化、側音化、子音中和、
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子音削除非開放化・鼻音化浦声化、破擦音化、リェゾン（n挿入）、濃剖ヒ（嚇

化）など＋指に上る音音員過程力泌要である．生成舗論的に言え1ご、口語の子音は

基底音韻表記と表層音声表記との差が大きいのである。

　韓国語の音韻体系に言わば深みを与えている上記の諸過程のうちで、濃音化は特異

な性格を持つ過程である。というのは、他の過程は規則性が高く適用環境も限定され

たものであるのに対して、濃音化は例外あるいは例外に見える事例が多く、また適用

環境が多様であるからである。そのため、濃音聾は韓国語の音韻過程の中で最も記述

が困難なものとなっている。

　濃音化とは平音／コ，［，目，入，入，／がそれぞれ対応する濃音［71，に，田，

杁・杁］に変わる音音員過程であるが、一・膿音化と言・ても、それが生じる環境、

濃音化される二尊の種類、あるいは規則性の程度の違いにより、いくつかのタイプに

分けられる。現代韓国語では、少なくとも次の7つのタイプの濃音化を区別する必要

がある。

（1）a．阻害音の後で

　　　　等’替｛とうもろこし隠’鎖前後｝，棄’引笑う｝，叶・H食べよう｝，

　　　　學’生計碧，冊’房智謄｛本屋｝，積’極’即智号零，合’成計碧，墜’倒管三

　　　b，用言の語幹鼻音の後で

　　　　個｛履G・組’エ履・て｝，ぜ・隅弔履かない｝，召，引黒い｝，君

　　　　一エ　｛黒くて1，．噌’ス1鴇叫　｛黒くない｝

　　　c．未然冠形詞の後で

　　　　割金’唄｛読むもの1，円音’雪｛食べる御飯1，誓’芒｛使う金｝，を’朴啓｛行

　　　　く人｝

　　d．複合語において動詞の未然冠形詞の後で

　　　　せ’里司｛飛ぶ虫L量’司｛心棒1，号’裂｛担架1，せ’噌会｛飛ぶ鳥｝，習’を

　　　　　｛把手｝，な’召告｛這う・酬，ぜ含｛吐く息｝

　　e．複合語において鳴音で終わる名詞の後で

　　　　そ｝’叫唱｛川風｝，暑’司｛春雨｝，叫’碧｛母屋｝，エ7P叫｛漁船｝，暑’エフ1｛魚｝，

　　　　舎’号｛手の甲｝，号’猷｛金の値段｝

　　f．漢字語において終声己の後で（歯音系鼻音に，人，スのみ）

　　　　潮田’望モL骨’董老号，結’社望朴，骨’髄モ千，結’晶唱碧，骨’折丑翌

　　g．漢字語において鳴音の後で
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　　　　　代’手引井，政権i’碧週，歯’科ヌ1斗，文’法事噌，免許’誇電司吾，胃’病♀1

　　　　　噌，可能’性フト昔想，端’的赴瑚

例の表示において、アポストロフィー（’）はその後の平音に濃音化が生じることを示

している。ただし、漢字語では漢字表記の方にだけこれを示し、ハングル表記には示

さない。以下、本稿に挙げる他の例についても同様である。

　一見して明らかなように、（1）の諸過程は別音化を生じるという点では共通してい

るが、その性格は互いにかなり異なっている。（1a）は、純粋に音声的に条件付けら

れまた動機付けられた過程であり、「音声的濃音化」と呼び得る過程である。音節末阻

害音に平脅／コ，し，目，入，入／が続く場合、音節末阻害音は非開放化され、その

閉鎖状態を維持したまま後続の平信が調音される。非開放化には喉頭の緊張ないしは

閉鎖を伴うのが生理学的に見て自然な結果であり、その状態から直ちに平音の調音を

始めれば、自然に騒音化が生ずるのである。したがって、音声的濃音訓は十分な休止

（ポーズ）をはさまない限り、すべての語彙において、あらゆる種類の境界をはさん

で、まったく例外なしに生じる。これに対して、（1b）以下のタイプの過程は、音声・

音韻的に条件付けられるだけではなく、形態的、統辞的あるいは語彙的に限定された

環境において生じるものである。

　（1b）は鼻音の後に、（lc，d，f）は側音／己／の後に、それぞれ適用環境が限定

されたものである。濃音化を受ける平音の種類の観点では、（1f）だけが特異で歯音

系の平岡／［，入，入／に限って濃音化が生じる。また、（1f，　g）のタイプの濃音化

は一般に漢字語に限って生じるもあであるとされている。さらに、規則性の程度につ

いても大きな違いが見られる。（1a）～（1d）のタイプには例外がまったくないのに

対して、（1e）～（1g）のタイプには例外あるいは例外と見られる事例が数多く観察

される。濃音化の記述を困難にしているのは、まさにこれら三つのタイプの場合であ

る。

　本稿では、濃音画の記述において特に問題となる（1e，　f，　g）のタイプのうち、

（1f）の過程（以下これを「側音後濃癌化」と呼ぶ）を取り上げて論ずることにする。

　側音口音化に限らず、例外が多く記述上問題となる単音化の過程に関する従来の分

析・記述を見ると、最も肝心な言語事実の把握が十分でないという印象を強く受ける。

濃音楽の記述の歴史は長く、特に近年においては生成音韻論の枠組みでこれに言及す

ることが多くなっている。しかしながら、従来の興味の中心は濃音化を「生じる」場

合についてそれをどのように記述するかに置かれていたと言ってもいい。従来の記述
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は、たいてい、（1）』 ﾉ示したような形で濃音訓を起こす例をいくつか挙げて、その環

境を定式化する程度である。1映じ環境にありながら類音化を「生じない」場合、つま

り例外についてはまったく言及しないか、言及があっても二、三の例を示す程度であ

る。記述の仕方や精密度の点で研究者ごとに違いがあるけれども、記述の根拠となっ

ている言語事実は十分な調査に基づいたものではなく、記述者が韓国語話者である場

合、自己の発音様式に関する直感的・断片的観察の域を出るものではない。このよう

なやり方は濃音訓の過程を記述するという作業の半分、あるいは場合によってはそれ

以’下でしかない。

　韓国語の音韻記述に島山化という過程が必要であることには疑念をさしはさむ余地

はない。しかし、その完全な記述を得るためには、濃膨化過程がどの程度の…般性・

規則性を持っているのか把握しておかなければならない。勿論、例外が極めて少ない

といつのであれば、そのすべてを列挙することで記述は完成する。確かに、記述上問

題となる濃音化の三つのタイプのうち、本稿で対象とする側音後濃音化は最も例外の

少ないものであり、従来の記述でこの過程の例外に多少なりとも言及しているものは

非常に少ない。しかしながら、事実を子細に調べてみるとこれに対する例外は量的に

も質的にも決して無視できるような性格のものではないのである。量的な観点だけで

も、側音後濃白化に対する例外は普通考えられている以上に多い。

　濃音化に関する事実を調査するには二つの方法が考えられる。一つは、韓国語話者

の発音を観察・調査し、それを分析・記述の資料とする方法である。これは濃音化の

実態に迫る最も直接的な方法である。しかしながら、問題全体を包括的に調査するに

は適当な方法であるとは言いがたい。なぜなら、濃音化の事例があまりにも多いため

である。瀕出語など一部の事例に対象を限れば有効な方法であろうが、それでは上に

批判した従来の記述と本質的に変わるところがない。さらに、濃遷化現象の性格上こ

の方法は技術的に非常に難しい。濃音化に関しては方言差が当然予測されるが、それ

ばかりではなく世代差、さらには個人差がかなりあるものと考えられる。しかも、濃

音化の有無に関する判断は語i彙知識に依存するところが非常に大きい。よく知らない

語については類推などの作用が働くと思われる。方法が直接的だからといって得られ

るデータの質が高いわけではない。むしろ、顎音化の実態を反映しているとは言えな

いよつなデータが混入する可能性が大きい。このような要因による偏りや逸脱を適切

に処理するための厳密な観察・調査および記述の方法を確立することは極めて困難で

あろう。仮にそれができたとしても実践することは不可能に近いと言わざるを得ない。
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韓国語話者の実際の発音を観察・調査するという方法は、濃音化に対する部分的接近

法、あるいは補助的方法としてのみ有効であると思われる。

　第二の方法は、辞典の記載を徹底的に調査するという方法である。この方法を採れ

ば川音化の問題全体を包括的に調査することができ、また、ある意味においてはデー

タの質の高さも保謹される。勿論、この方法にも問題がないというわけではない。ま

ず、濃音化の問題を包括的に調査できると言っても、それは程度の問題で、現実には

濃音化の事例をすべて収録した辞典は存在しない。濃嘉日が単純語の内部に限られる

というのならともかく、複合語構成で生じる場合も多い。そして、濃音化の記述にお

いては複合語構成で生じる場合の方が実は重要である。ところがどんなに大きな辞典

でもそこに見出し語あるいは副見出し語として収録されている複合語は、現実に存在

する複合語の一部でしかない。また、非常に特殊な専門用語や新造語などは国語辞典

の性格上記載されないのが普通である。したがって、包括的どは言っても厳密な意味

で問題の事象全部を調査できるわけではないことは明らかである。しかしながら、十

分に大きな辞典・を対象として調査をすれば、それによって得られた結果を事象全体に

まで拡大して解釈したとしても大きく実態から外れることはないだろうと思われる。

そうすることに不安がある場合には上に述べた直接的観察・調査の方法を補助的に採

用すればよいだろう。

　また、辞典の記載は一種の規範であるという性格上、実態を必ずしも反映している

とは限らない。現実の発話においては、上に述べたように世代差、個入差などにより

濃音化にかなりの「ゆれ」が観察される。ところが、辞典がそのような「ゆれ」の事

実に言及することはまれであり、普通は濃音化するかしないかどちらかの発音様式を

「正しい」ものとして選択し記載している。その意味で辞典資料は実態の直接的な反

映ではなく、編纂者の判断という「ふるい」を通した言わば間接的な情報である。確

かに「ゆれ」という現象も濃音化の実態の重要な側面である。それを詳細に捉えるに

は辞典による調査方法は適切とは言えず、直接的観察方法を採用すべきであろう。し

かしながら、稿者は、口音化の記述にとって最も優先されるべきことは、そのような

「ゆれ」の背後にある基準・規範の全体像を把握することであると考える。それに、

複数の辞典を対象として調査するならば、辞典間の表記の不一致というデータの中に

「ゆれ」の現象をある程度読み取ることができるとも考えられよう。

　また、辞典の記載には誤りがあるものだということも念頭に置かなければならない。

どんな辞典・にも誤字とか脱字のような編纂者の判断とは無関係な単純な誤りがあるこ
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とはよく知られている。そのような単純な誤りが濁音化の表記には絶対にないとは言

いきれない。特に、今回の調査の対象とした大辞典の性格と濃音化の表記法の「偏り」

のためにそのような単純な誤りが起こる可能性も無視できないと思われる。発音表記

は辞典に含められる重要な情報の一つであるけれども、最も重要なものであると言え

ない。発音辞典であれば正確な発音表記が使命であるから細心の注意を払うであろう

が、国語辞典でしかも収録語数が数十万語にも及ぶ大辞典となると、発音表記に万全

の注意を払うことは困難であると思われる。様々な事情から判断して明らかに誤記だ

と思われる発音表記が他に見られることから、月日化についても同じような誤記があっ

たとしても不思議ではない。さらに、国語辞典の濃現化表記は、濃同化する場合に限っ

て表記され、濃音化しない場合には特に表記されないのが普通である。したがって、

差音化しない場合に濃音化すると誤記することは考えにくいけれども、濃音化すると

編纂者が判断しているにもかかわらず、単純な表記もれの結果、濃音化しないと「表

記し」てしまうような誤りは十分に考えられる。もちろん、このような誤記の可能性

を濃音調の記述の中に安易に持ち込むことは、調査自体の意味を損なう恐れがあるか

らできるだけ控えなければならないけれども、少なくとも念頭にだけは置いておかな

ければならない。

　したがって、問題がないわけではないけれども、辞典資料の調査に基づいて濃音化

の事実関係を明らかにしょうという試みは、少なくとも濃音化の分布の全体像を把握

するためには、最も現実的で有効な方法であると言ってよいと思われる。本稿はこの

方法による調査結果に基づく分析・記述である。

　稿者は、既に車（1988）において同様の方法により濃音化の分析・記述を試み、そ

の中で側音後指商化についても若干検討した。しかし、その際の調査は主として中辞

典クラスの辞典を対象として行なったものであり、少なくとも側音後濃音化に関して

は、徹底していたとは到底言いがたいような調査しかできなかったため、多少なりと

も意味のある議論をするほどの事例を得ていなかった。しかも、そこでの議論には明

らかな誤りのあることが後で明らかになった。そこで、徹底を期して大辞典クラスの

辞典を対象に再調査をすることにした。再調査で用いた辞典は次の三点である。

『号・1開4石』妙用昇編，民衆書林，1991年

『噌♀司望芒入ド社』申埼撤・山王容撤編，三省出版社，1984年

『最新改定　三星版　号・1明スレ調韓国僻典編纂野手，三星文化社，1991年
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以下それぞれ出版社名をとって『民衆』，『三省』，「三星』と呼ぶことにする。

2．側音後逸音響と語構造

　側音後濃音化がどのような過程であるかは（1f）の規定で十分明らかであると思わ

れるが、もう少し例を補っておこう。（2a）のように漢字語において、終声／己／に

歯音系の初声／じ，入，入／が続くときその初声が引音化し［江，杁，杁］となる。

しかし、（2b）のように／己／に続く調音が／コ，目／である場合には濃音化は生じ

ない。

（2）a，己［：結’團召紐，骨’董丑号，末’端半睡，密’度望三，號’達望畦，別’途

　　　　　　電三，佛’道苦三，實’談・翌居，熱’帯望引，鐵’道電呈，出’動釜暑，

　　　　　　脱’窯モ野ま，筆’談週唱，割’同量喝，活’証書暑

　　　　己入：結’社三三，骨’髄丑・午，末’筑州舎，密’輸電午，獲’生魁想，別’

　　　　　　送日干，佛’像暑暑，實施・豊ス1，熱’線望組，鐵’糸糸湿朴，出’身

　　　　　　暑4，脱’水量午，筆’順型を，割’線量継，活’畑野磐

　　　　己入：結’明星碧，骨’折暑智，末’節附逗，密’接望相，獲’展暗墨，別’

　　　　　　仲里暑，佛’銭轡冠，實’子笹ス月，熱’四望ぞ，鐵’輸租ス月，出’資

　　　　　　をスト，脱’走量手，筆’跡週肉，割’増奄吾，活’字暑スト

　　b．己「：結果濯斗，骨筋景モ・，末期畦フ1，密教満開，獲屈魁舌，別個

　　　　　　豊川，佛教旨エ，實技手71，熱狂唱壱，鐵鋼釜を，出口を干，

　　　　　　脱殼量号，筆記里71，割振量囲，活氣磐71

　　　　己目：結付石早，骨盤晋壁，末伏暗斗，密報望且，翼憤魁笹，別杯

　　　　　　哩明，佛罰暑望，實費墾司，熱辮望唱，鐵壁尋哨，出稜斜壁，

　　　　　　脱服上昇，筆峰週暑，割賦奄早，活獲碧壁

　側音後側音化は一般に規則的な過程であると思われている。しかし、事実をよく調

べてみるとかなりの例外が見られる。その例外の分布には語構造が係わっていると思

われるので、漢字語を内部構造の観点から簡単に分類しておきたい。漢字語には、大

別して、内部に境界を持つ複合語と境界を持たない単純語とがある。さらに複合語に

は、構成成分の種類の違いにより、（3a）のように複数の独立要素の結合からなるも
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のと、（3b，　c）のように統辞的独立要素の前または後に依存要素が付いたものとがあ

る。Allen（1975）の概念を借りて、前者を「ゆるい複合語」（loose　compounds）、

後者を「厳密な複合語」（strict　compounds）と呼んで区別することにする。（3d）

は単純語の例である。

（3）a．都市生活三ス1想屠，學校教育叫皿」1舟，使用方法λト暑腎噌，世界

　　　　　維i濟刈1測小手1

　　　b．大一都市朔三スL十一生活難想奄，中一學校奇叫皿，単一教育ス月目当，末一

　　　　　使用・1入陪，新一方法論唱唱，薔一世界下刈圃，不一経濟暑碧刈

　　　c．都市一化三ス1叫，生活一力碧碧弔，學校一長叫皿を，教育一中口舟スト，使

　　　　　用一料λ陪豆，方法一論叫唱暑，世界一観列刈姓，経濟一誌碧刈スI

　　　d．都市三礼生活・副書校転教育鵡使用・陪方法魍，

　　　　　世界刈圃，経濟碧刈

「厳密な複合語」の内部境界は正書法上は表記されないが、辞典では（3b，　c）のよ

っにハイフンで示すのが普通である。この境界の表記は辞典により異なる場合があり、

また同じ辞典でも境界区分表記の原理が明確でない場合もある。本稿では、基本的に

は『民衆』の表記に従ったけれども、疑念のある場合についてほ他の辞典の表記を参

考にしながら適宜訂正した。

　さて、以上のような語構造の観点から側音後濃音化をみると、まず次のような「ゆ

るい複合語」の内部境界をはさむ位置においては濃黒化が生じない。

（4）己［：植物圖鑑司号玉堤，動物蛋白暑苦唱明，獲達段階壁壁守刃1，在

　　　　　日同胞川望号巫，警察大學碧蒼則尋，開號途上國川魁三・皆号

　　己入：生活水準想書千を，技術社会71含朴到，衝突事故を暑朴ユ，植

　　　　　物繊維司凶相昇，紛骨細心暑丑團忍，機密書類71望スi昇

　　筆入：技術職員71告口望，建設作業墨翌糾唱，法律制度噌同法三，人

　　　　　物調査剋号至斗，識別条件司望至唱，登達指藪豊量ス1ヰ

したがって、側音後濃音化は「厳密な複合語」や単純語など緊密な構造を持つ語を特

徴付ける過程であると考えられる。ただ、「主義」を第二要素とする「ゆるい複合語」

については、その内部境界をはさむ位置で短音化を表記している例がかなり見られる。
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記号Aは『民衆』、Bは『三省』、　Cは「三星』をそれぞれ表す。数字は1が濃音化す

ることを0が上音化しないことを示し、ハイフン（一）は当該の例がその辞典に見出し

語として載っていないことを表す。

（5）
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稿者には、一般にこのような「ゆるい複合語」の境界の位置で濃音化が生じるか生じ

ないかは、発語のテンポに関係すると思われるが、確かに、「～主義」の表現では濃音

化することが多いように感じる。それは、「主義」が意味的にもまた音声的にも（つま

り母音連続があるため単音節に縮約されやすく）独立の要素というより依存要素的に

感じられ、（5）のような表現は「厳密な複合語」に近くなるためではないかと思われ

る。

3．「依存要素＋独立要素」

「厳密な複合語」のうち「依存要素＋独立要素」の構造を持つものから検討してみよ

う。次はそのような構造の境界をはさんで濃音化を生じる例である。

（6）渇一：渇一’試験看ス園｛（医）濃縮試験｝

　　結一：結一’代決唱開墨｛田畑の租税として穀物代わりに出す金銭｝，結一’頭銭翠

　　　　　早も陵福宮修理のために徴収した税金1，結一’組織噌益司｛結締組織の

　　　　　略｝

　　決一：決一’信者唱継スH新たに信心を決意した人｝，決ノ雌雄翠スト号｛雌雄を決
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　　　すること｝

没一：没一’常識暑号剤

劃一：密一’屠殺望三登，密一’輸入望午望

別一：別一’世界望刈圃，別一’世上唱刈レ吾1別の世｝

不具不2相能暑暑号｛互いに仲が悪いこと｝、不一’相當暑号噌｛ふさわしくな

　　　いこと｝、不一’成功時相号，不ノ成立暑碧噌，不一’誠実暑碧望，不一’数

　　　年例牛q｛二、三年のうち｝，不一’随意暑千釧，不一’信用暑剤暑｛信用

　　　しないこと｝

舌一：舌一’神経翌4噌

實一：實一’生活翌天底，實一’所得・翌元号，實一’速度翌舎呈，二一’需要唱千里，

　　　専一’収益・豊牛円，面一’収入翌五二

月一：月一’世界望戦国，月一’収入墨千引

一一
F一一’ i落置目叫，一一’生涯望想。η一一’世紀望列71，一一’車專機望墨フ1，

　　　一一’茜雲（巻千叶

拙一：拙ノ手段書判駐｛まずく卑劣な手段｝，拙一’丈夫吾を早｛小心者｝

鐵一：鐵一，鋳南南手スト｛鉄製の活字｝

出一：出2世間釜スイレ崔｛世間と関係を絶つこと｝

七一：七一’聖事尋層朴｛七つの秘蹟、サクラメント｝，七一’罪宗望倒書体罪の

　　　七つの根源｝

八一：八一’大家豊剛昇｛唐宋八大家の田剖，八一’仙女暑組し刊「九雲夢」に登場

　　　する八美人1，八一’聖道暑直覧｛＝八正道｝，八一’將神暑を剤｛吉凶の方

　　　位を司る八つの神1，八一’壮士暑を朴｛鳳林大君に随行した八人1，八ノ

　　　正道撤扇呈｛仏道修行における八つの道1，八一’駿馬豊ぞロH歴史上有名

　　　な八頭の駿馬｝

血一：二一’小骨角土斗

活一：活一’鮮魚暑祖。1｛いけすの魚｝

ところが、この構造の複合語には、（6）のように雨音化する例とほぼ同数ぐらいの割

合で濃音化しない例がある。まず次の（7）の例を見てみよう。これは漢字成分「熱」

と独立の語との結合であるが、このような結合の場合濃音化は生じない。
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（7）熱一散齪（ヨ・ミ｝肚，熱一日目望四号，四一収縮（昌心寄，熱一雑音望雪各，熱一再

　　生望刈槽，熱一貯蔵（翌刈を，熱一赤道望瑚三，熱一電氣望石71，熱一傳達望

　　も唱，熱一帯導巨石三，熱一電流磁石昇，熱一嵩讐望唱磐｛熱電対｝，三一電子

　　望石スト，熱一電池望遭スL熱一電堆唱苓潮，熱一精算望碧融，熱一重合望ぞ雪，

　　熱一指藪望スレト

これは「熱」という要素に濃音化を妨げる性質があるからではない。なぜなら次の例

のように単純語の場合には濃音化が引き起こされるからである。

（8）熱’帯唱引，熱’堀割三，　熱’毒望等，熱’線望母，　熱’性望噌，　熱’誠望碧，

　　熱’水望牛，熱’心望噌，熱’戦望潮，熱’中捌口

したがって、（7）と（8）における濃音化の有無の差は、構造的な違いに由来するこ

とは明らかである。（7）の例は正書法上必ず一語のように書かれるけれども、実際、

「熱」は韓国語で独立の語としても用いられる要素である。したがって、これは（4）

のような「ゆるい複合語」の例であり、そのために四十化が生じないと考えることも．

できる。

　「骨」、「鐵」、「漆」のような要素も韓国語において独立要素としての用法もあるか

ら、次の例も、これに準ずるものと考えられる。

（9）骨一：骨一細胞晋矧王，

　　　　　骨腫瘍号暑磐

　　鐵一：鐵一石英電眉噌，

　　四一：漆一彫刻電丑z干

骨一唱導門司三，　骨一製品丑魂暑，骨一組職景王刃，

鐵一重石電ぞ・碍

しかし、次のような非濃音化例ではその第一要素を独立要素とは見なしがたいので、

「ゆるい複合語」として解釈することには無理がある、

（10）闘一：月一頭痛遺小暑｛血液循環が悪くて起こる頭痛｝，闘一心痛喫想暑｛興奮

　　　　　で起きる胸痛1

　　滅一：滅一門男望碧刈｛仏教の四聖諦の一つである滅諦｝
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蜜一：蜜一童子望苦スH蜜蝋製の童子の像1

別一：別一茶禮望可司｛定例以外の昼間に行う簡単な祭祀｝，四一道理電三司｛別

　　　の方法・道｝，別一事件電朴赴｛風変わりな事件1，別一手段望牛吐1特

　　　別な手段｝，別一巡検噌を噌｛大韓帝国時代の私服の秘密警察官1，別一

　　　陞戸望告立｛李朝時代保人に選ばれたあと砲手正兵になった兵卒｝，八一

　　　侍衛電ス1♀1｛五衛の一つの龍朧衛に属する将校の部隊｝，別一作銭望4

　　　石｛観察使・牧使等の地方官の蓄財方法の一つ1，別一早食哩王・嗣いつ

　　　もより特別に早くとる朝食｝，別一支障哩ス1を｛特別の支障｝，別一進上

　　　望萢な｛定まったとき以外に献上した地方の産物｝

不一＝不一撮生三相ス9｛不摂生1，不一世出暑列暑，不一消化出土糾

佛一：佛一道場甚三磐｛仏道に精進するための場所1，佛一舎利暑朴己1，佛一成道

　　　日暑闇三．唱，　佛一世尊．暑補善

實一：實一大乗（経）・毬朗告（碧），實一動力翌暑明｛原動機の出力軸での伝達

　　　馬力L實一世間話三兵＝国社會｝，實一世界巨財圃，實一時間望ス1え｝，

　　　實一作人口叫唱｛よく働く小作人｝，實一作者登尋スH信頼のおける川，

　　　實一一一戸閨門｛力仕事をする壮丁1

凸一＝凸一多角形智叫叫謝，　凸一多面艦翌叫屯測，　凸一コ口望碧督

脱一＝脱一石油喝司昇

活一：活一断層碧姓暑・

ただ、「別望」と「實翌」は望呈｛別に｝，翌喜｛実は｝，翌呈｛実に｝などの表現に

おいて独立要素的に用いられるけれども、他の統辞構成で独立要素として自由に用い

られるわけではない。ゆえに、（6）や（10）に挙げたような例においては依存要素で

あると解釈するのが妥当であると思われる。したがって、「厳密な複合語」の構造にも

側音後濃音化を妨げるカがある程度備わっていると考えられるのである。

　（10）の例の中には古い制度に関する用語や仏教用語など古い伝統的な語がかなり

含まれている。側音後一音化の分布には語構造の他にこのような語彙の特殊性もかか

わっていると思われるのであるが、この点については後述することにする。

　これまでに挙げた例は、濃音化するにしてもしないにしても、調査対象とした三つ

の辞典で表記が一致しているものである。しかし、次の例のように辞典間で表記の異

なるものもかなり見られる。
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（11）　　　　　ABC　語義
　　　骨一小腔　　　　丑土そ｝．　　1　　0　　0　　［医学用語］

　　　骨一石禮　　　　曇土刈　　　　1　　0　　0　　［医学用語］

　　　愛蘭甫　訓且　100シダ働の「種
　　　密一輸出　　　　望牛を　　　　1　　1　　0

　　　別一才幹　　　　噌ス取｝　　　一　　〇　　〇　　特別な才能

　　　不一上程　　　　鼻汁碧　　　0　　1　　1　案件を会議に出さないこと

　　　實一社會　　　　・望λ団　　　　1．0　　0

　　　月一三更　　　　鬼吉事　　　　1　　0　　0　　月夜の真夜中

　　　越一三道　　　　望盤三　　　　1　　1　　0　流刑に処すること

　　　日一三服　　　望弓斗　　　1　0　　0　同じ薬を日に三服飲むこと

　　　日一収入　　　　唱午（召　　　　1　　1　　0

　　　日一宿直　　　　望奇岩　　　　一　　1　　0　　日直と宿直

　　　一一一宅きロ寺　　　　　　　（遣・曾ス1　　　　　　1　　　　0　　　　0　　　暫β寺

　　　一一雲雨　　　　望・曾♀　　　1　　0　　0　一頻り降る雨

　　　一一生涯　　　　望碧。冒　　　1　　1　　0

　　　一一須炎　　　望ヰ♀　　　一　　1　　0　極めて短い時間

　　　一一食頃　　　　望司碧　　　　1　　1　　0　　食事をするくらいの間

　　　七一大洋　　　　望引音　　　1　　0　　0

　　　七一三原　　　　唱呈叶　　　1　　0　　0　韓・日新協約

　　　月一水素　　　　望野土　　　　0　　1　　0

　　　八一大門　　　　暑引剥　　　1　　0　　0　　ソウルの八つの城門

　　　血一下纒　　　　墾朴碧　　　　0　　－　　0　　血で書いた写経

これを見ると側音後濃音化の分布に関して辞典問でかなり顕著な違いがあることがわ

かる。『民衆』には側音芸濃音化の例外が少なく『三星』には逆に例外が多い、『三省』

はどちらかと言えば『三星』寄りである。この傾向は以下に挙げる例についても同様

である。
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4．「独立要素＋依存要素」

　以上に見たように「依存要素＋独立要素」の構造では側音後濃音化に対する例外が

かなりの割合で見られるのに対して、「独立要素＋依存要素」の構造を持つ複合語の場

合は、（12）の例のように別音化するのが普通であり、（13）のように濃口花．しない例

は比較的少ない。

（12）己に：使節一’團スレ戴L視察一’團ス1冠唾，藝術一’團d1含唱，先號一’隊継壁明，

　　　　　偵察一’隊員を司，陳列一’憂討望月，精密一’度碧噂三，観察一’道唱畳三｝

　　己入＝監察一’使昇｝冠スL生活一’史噌尋朴，藝術一’史酬をλト，鑑別一’士君哩朴，

　　　　　演説一’士q望λL奇術一’師71月割，魔術一’師叫含朴，接骨一’師碧老朴，

　　　　　調律一’師互有λL剛鐵一’綜を下司，美術一’批判菊判，動物一’暗号号甘，

　　　　　生活一’相ス駐｝杢｝，植物一’相判羽立，警察一丁碧智刈，鋼鐵2線を尋祖，

　　　　　連結一線勉を祖，第一一’線刈羽組，沈没一’船噌明明，貨物一’船叫暑冠，

　　　　　同一一’表号望翌，生活一’素想豊門，既決一’囚71遺午，同一一’四苦（ヨス1，

　　　　　診察一’室用量翌，第一一’審刈1（翌・智，團結一’心唱召噌

　　出入；建設2者対対スL技術一’者71告スL　貸出ノ者朔を叫，同一一’者暑望スト，

　　　　　墜質ノ者割判スL演説一’者判例叫，自殺一’者叫登スト，造物一’者呈号スト，

　　　　執筆者鯉スL解説堵さ爬スト，献血一’山型スL屠殺一場呈量を，

　　　　採掘一’場刈羽そ｝，陳列一’臓男望を，途四一’節弁口翌，染髪一’目配魁刈，

　　　　止血一’剤ス1葦刈，第一一’種刈石刃，造物一’西門引手，果實一’酒斗引手，

　　　　離別2酒。1哩手，技術一’陣71閲覧，多血一’質叫望翌，動物一丁苦号翌，

　　　　植物一’吐剤号唱，・解説一’集電翌召

（13）己〔：實物一大二号引，

　　　　　地質一遇ス1翌三

　　己入：獲達一史魁冠・外，

　　　　　木質一素昇翌土，

　　　　　永訣一式噌石司，

　　　　　手術一室千・rぎ・翌

植物一帯二号明，手術一興ヰ書明，屈折一度量翌三，

植物一酸司号・毛｝，

直轄一市刃奄ス1，

行列一式墾唱司，

法律一上噌｛｝甘，

日1受一日寺　（翌暑ス1，

氣密一室71望翌，

法律一書唱暑スi，

小説一式土翌剤，

機密一室71望・翌，

／己入／の連続で濃音化しない例がないように見えるが、これは偶然そうなっただけ
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のことだと思われる。「独立要素十依存要素」の構造は、漢語系複合語において「独立

要素＋独立要素」の構造つまり「ゆるい複合語」の構造に次いで多く用いられる構造

であるが、辞典に見出しあるいは副見出しとして収録されるのは極くわずかである。

しかも側音後濃音化の環境規定に合う例となるとその数はさらに限定される。そのよ

うな理由から、たまたま調査資料の中に／己入／の連続を含む例が見つからなかった

のではないかと思われる・実際・この構造で側音後濃音化に関して辞購こ鱒の不

統一が見られる次のような例の中には、／己ス／の連続を含むものがいくつか見られ

るからである。

（14）

堂
史
史
士
士
相
商
商
書
税
所
所
囚
術
室
者
藏
戦

　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
リ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　

骨
術
説
術
髪
物
物
出
術
出
髪
鐵
決
骨
列
出
律
滅

納
美
小
技
理
萬
萬
輸
陳
輸
理
製
未
接
陳
演
戒
繊

喝
朴
朴
朴
4
磐
殻
な
刈
列
土
土
ヰ
含
翌
舛
吾
石

丑
書
翌
書
壁
暑
呈
・
苦
を
一
ス
百
魁
租
羅
景
望
筈
音
望

冒
司
土
オ
司
叫
吐
千
剤
午
司
刈
司
噌
萢
q
刈
対
ロ

B
O
O
1
　
1
1
0
1
0
1
1
0
0
1
1
一
1
1
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藝術一品

果實一汁

明ト卸1

斗翌吾

1　　0　　1

0　　1　　0

　同じ「厳密な複合語」の構造でありながら、側音後濃音化に関して「依存要素＋独

立要素」の構造には反例が多く「独立要素＋依存要素」の構造には反例が比較的少な

い、というような違いがなぜ生じるのであろうか。それには語のリズムが関係してい

るのではないかと考えられる。これまでに挙げた例は、二、三のものを除いてすべて

「1文字要素＋2文字要素」あるいは「2文字要素＋1文字要素」の構成であった。

漢字語においては「2＋1」の構成の方が「1＋2」の構成よりも口調の点ではるか

に自然であり、事例の数もはるかに多い。それは、漢字語の基本構成が2文字である

ことによると思われる。1文字漢字語や3文字以上からなる単純漢字語の例もあるに

はあるが、2文字からなるものが圧倒的に多い。複合語では先述のように4文字構成

が大多数であるが、そのほとんどが「2文字語＋2文字語」の構成である。例えば、

漢字成語においても「去頭太尾湘早智・1」、「隔靴爬痒zl糾斗磐」、「空中縷閣号白月

4」、「檀｛謀術教団」堅告牛」、「南田北町甘も昇聚｝」などのように4文字が基本であり、

そのほとんどは「2文字語＋2文字語」の構成となっている。「隔世之感z梱スR｝」、「管

飽之交豊辛ス1置」、「蟷螂之斧喝叫ス1早」、のような成語の場合、辞典では普通「之」

の後に構造上の境界を置いて「3＋1」の構成であるとしているが、この場合でも「之」

の前の2文字が独立の要素となっており、厳密に言えば「2＋1＋1」の構成である。

漢字語の基本構成が2文字であり、したがってその基本リズムが2音節ということに

なれば、発話は前から処理されるものである以上、3文宇からなる漢字語の場合「2＋

1」の構成の方が「1＋2」の構成より口調がいいのは当然の結果である。前者の構

成を持つ語の方が多いのはこのためである。口調が自然であれば発話の際に統辞上の

切れ目を意識する必要がないが、不自然な口調であればそれが強く意識され易いと思

われる。その切れ目の意識が「ゆるい複合語」の場合と類似の環境を造り出し、口音

化の阻止という形で現われやすいのではないかと思われるのである。

5．単純語における側音後雨音化

　以上において複合語の境界をはさむ位置での側音後濃音化を検討してきたが、それ

以外の場合、すなわち単純語の内部において、あるいは複合語であってもその境界を

はさまない位置ではどうであろうか。その場合には、既に（2a）に挙げた例やそれを
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含む複合語におけるように濃音化を生じるのが原則である。しかしながら、この場合

に．も例外がないわけではない。事例全体に対する割合の点からすれば非常に少ないと

言えるけれども、それでも絶対数からするとかなりの数の例外が見られる。勿論、こ

の種の例外が生じる原因を語構造に求めることはできない。

　語の内部境界をはさまない位置での側音後濃音化に対する例外を見ると、すぐ目に

つくことはそれらが特殊な語彙に集中していることである。’まず、次のように古い制

度・文物・風俗などを表す語の中に濃音化を生じないものが多い。

（15）易思一國を縛目｛高句麗の初期にあった国｝，古調石遭｛裁判を行なうこと｝，

　　吉之望ス1｛新羅時代の官職名｝，髪飾蛙揖｛昔の女性の髪の装飾品の一つ｝，撫

　　卒魁書｛駅馬を急いで重要公文書を逓送する軍卒｝，別頭一場望早そ｝｛試験官と

　　応試者を離すため別々に設けた科挙試験場｝，別仕望朴｛特勤や技術の優秀さを

　　考慮し加算した勤務日数｝，別賜一田望朴墨｛高麗時代僧職者などに特別に下賜

　　された田畑｝，血腫望祖｛宮中で特別に作る飲食物｝，撒袋翌叫｛矢を入れる袋｝，

　　失支・翌ス1｛高句麗の後期の職制である「小兄」の別名1，謁血止朴｛高畠麗の

　　職位の一つ1，乙時金ス〕｛午前六時半から七時半まで｝，日上郡一六隔日そ温品

　　羅時代の日上郡地方で流行した歌｝，鐵信一砲尋隔日｛鉄で造った弾丸を打つ信

　　砲｝，撤朝一市司呈ス1｛国の災難時に朝礼を廃止し市場を撤収する制度｝，撤酒

　　翌手際祀の時に祭膳に捧げた酒を下げること｝，職齋釜ス耳｛罰として齋から追

　　い出すこと｝，七事一講智入留｛任地に行く前に守口七事を覚えること｝，漆沮一

　　口口ス柊｝悸朝の龍飛御天歌の第五章の名1，割杉一呼量響喜｛チョゴリの才卦襟

　　を二分して婚約した両家が保管する習わし｝，1幽囚薯牛｛官庁で罪人を救済する

　　こと｝

　いずれの語も現代の日常的な場面ではほとんど用いられることがない用語である。

歴史に特に詳しい者でもない限り、これらの語が上のような漢字表記を与えられるこ

とを知っている韓国人は少ないし、そもそも用語そのものを知らない場合が多い。

　この種の語には辞典間で表記が異なる例もいくつかある。次の例では「民衆』だけ

が濃二化を生じるとしており、他の二辞典は濃音化しないとしている。

（16）闘典噌墨杯十分な儀式・典章｝，達率せ告｛百済の十六品官等の二番目の等
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級｝，密召望土｛王が密かに大臣や家来を呼ぶこと｝，洌水望牛｛古朝鮮時代の

大同江の名称｝，七賊墾司｛同宗を無理に退位させた七人の大臣｝

伝統的な古い用語のうち仏教関係の用語にも側音後濃音化の例外となるものがかな

りある。まず、三辞典とも側側側濃音化が生じないとしているものは次の通りである。

（17）結冬を号1冬安居（冬の修道期間）の始まり｝，密藏望を｛真言宗の経典｝，鉢

　　頭摩壁早叫｛鉢特摩，八寒地獄の一つ1，回折羅壁導叫｛濁鈷・三鈷・五鈷を

　　いう｝，伐折羅望導叫1＝蹟折羅｝，舌識翌司｛舌であらゆる味を分別する心識，

　　六識の一つ｝，設齋翌ス旧供養するため飲食を僧に供養すること｝，率堵婆告三

　　叫｛仏舎利や経典等を入れるために立てた塔｝，悉日脚叫｛悉達多の略｝，悉檀

　　翌吐｛釈迦が説法し衆生を強化した方法1，悉曇翌居｛梵語の子音と母剖，律

　　早知会｛律宗の僧1，出纏を石｛煩悩の束縛から解放されること｝，血途望三

　　　｛仏教の三悪道の一つ，畜生道｝

仏教用語で辞典により表記の違いがあるものは次の通りである。

（18）

吉祥一重

密宗

悉一

斗達多

一四一多生

一眞一法界

一塵一不染

七齋

七從十二派

　　　　　　A　　B　　C

翌・号斗　　　1　0　　0

望尋　　　　1　　0　　0

望望　　　　1　0　　0

噌冠叫　　　1　0　　0

唱・薯じ十ス圏　　　1　　　0　　　0

輪軸噌刈　　　　1　　　0　　　0

望組暑噌　　1　0　　0

碧ス月　　　　1　　1　　0

碧尋・智01ヌト　　1　　　0　　　0

　　語　義

鬼子母神が手に持った果物

電炉多の略

シッダルタ

絶対無差別の宇宙

全く物欲に染まってないこと

仏教の四十九日斉

高麗中期以後の仏教の派別

「悉達多」は二箇所に側音後濃音化が生じ得るが、『民衆』が濃音化するとしているの

は「達」の部分である。つまり囚噌叫］と表記しているのである。他の二辞典は［翌

冠叫］のようにどちらの／に／も順守化しない。
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　地名、古跡名など地理関係の語にもいくつか側音後濃音化の例外が見られる。三辞

典そろって濃音化しないと表記しているものは少ないので、表記の一致しないものと

合わせて示すことにする。

（19）

寺
城
仙
　
　
岳
　
里
珂
　
寺
田
　
那
　
　
　
　
亭
窯
　
　
仙
腺

山
山
徳
州
島
山
城
山
提
山
相
相
山
州
珍
島
陣
中
甲
州
島
島
徳
山
州

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
鐵
鐵

掘
屈
園
田
達
煕
煕
鉢
蹟
佛
實
實
蔚
単
袴
月
尋
月
越
越
栗
…

朴
相
紬
　
　

三
　
司
誹
　

朴
壁
　

そ
　
　
　
　
ズ
。
・
⊥
　
　
柱
母

紐
紐
日
「
ス
丁
三
重
岡
壁
刈
甘
甘
雪
男
ス
丁
組
五
山
摺
想
奢
ス
丁
三
三
目
を
手

量
者
尚
尚
方
方
右
肩
判
官
射
角
己
。
τ
。
菅
。
τ
型
胡
鬼
墨
墨
音
望
電
智
尋

A
－
一
1
1
1
1

B
O
O
O
O
O
O
0
0
　
0
0
0
0
　
0
0
0
　
0
　
1
0
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八達一山

八堂一望

量垂

雪
ロ暑

1　　0　　0

1　　0　　0

　次の例はいずれも古書下名であるが、「民衆』では規則通り濃音化が生じるとしてい

るけれども、他の二辞典では開音化の表記がない。

（20）蜷主簿一傳哩手早萢，列聖誌状一通記望相ス隆｝暑71，列子望スト，列朝一養塙録

　　望益フ虚｝等，列朝一詩集望呈上噌，列朝一通紀望至暑71，日東一壮遊歌望暑を

　　昇フL　日得一録望号昇，哲宗實録湿暑翌昇，七大一萬法墾朗肚噌，七代一實録

　　唱朗・望月，引書一諺解墾スi望胡，八道一地理誌暑三ス1司ス1，八歳見暑列叫

　次のような動植物名や分類に関する用語についても、『民衆』では当該の箇所に濃音

化が規則通り生じるとしているが、他の二辞典では濃音化が表記されていない。

（21）掘足一類二二昇｛軟体動物に属する綱の一つ1，没食子一蜂暑剤スト暑｛クヌギタ

　　マバチ1，密轍一花望妊糾｛（植）多出聚散花｝，髪切一贔魁智を｛カミキリムシ｝，

　　雪目勧告｛ヒマラヤスギ｝，月桃墨三｛ゲットウi，栗鼠音ス刊リス｝，乙鳥含

　　至｛ツバメの別名1，八帯一魚豊則。刊ミズダコ｝，八色一鳥垂胡王1ヤィロチョ

　　ウ1

　また、次のような漢文から直接借用した表現については、辞典により記載がない場

合はあるけれども、当該箇所に濃音化を生じるとしている例はない。

（22）吉即大凶翌呑明吾｛運勢が良すぎるとかえって不吉である｝，

　　物牡則一老号を寄上｛世の中の万物は盛んになれば必ず衰える｝，

　　不思而一自思暑朴。1スト朴｛知らず知らず考えてしまう1，

　　不審之一理暑噌ス囲｛細かく調べなくて知らなかった責任をとる1，

　　準則一端誇司｛表向きに充実すると内面は空である｝

　以上に挙げた語のように特定の意味範疇に属さない語の中にも、側音後濃音化の例

外となるものがかなりある。
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（23）訥澁量・旨｛どもること｝，突禿暑号｛禿ること｝，突傷暑号｛ナイフなどで刺

　　された傷｝，抹茶畦叫，別敷電牛｛格別の幸運，特別の方法1，別式望・斗｛別

　　の方法｝，懊子翌スト｛かすがい｝，失中・翌秀｛わざと事実と違うように記述する

　　こと｝，蔓箏魁想｛七弦の弦楽器の一つ｝，烈蹟唱瑚｛飛び抜けて優れた事跡h

　　漿斗苦早｛ひのし，アイロン｝，一茶一頃望叫噌｛一杯の茶を飲むほどの短い時

　　間｝，日長唱を｛日の長い夏至の頃｝，拙渥苦ス1｛働くのが下手で遅いこと｝，

　　迭代苓朗｛交代｝，灯柱冠手〔建築用語〕，漆匠墾を｛漆塗りの職人1，漆臓翌

　　を膝塗の衣装箪笥｝，漆汁唱吾，脱刀唱呈｛刀を腰から取ること｝，脱銅毫

　　号｛電解液から銅を取り出すこと｝，割接屠相｛台木を割って接木すること1，

　　血膿璽想｛1血，なまぐささ｝

この部類で辞典間に表記の不一致が見られる例は次の通りである。『三星』だけに見出

し語として出ておりそこで濃音化しないとされているものも含めて挙げることにする。

（24）

蜴墨

乞食一口

屈膝

蹴蹟

達識

末疾

没頭一拝

財
中
穂
讐
贈

物
物
干
獲
獲

な萢

口唱スト

量告

望ス1

刃
「望

唱蛙

明［
丁号

苦刈

暑奇

魁午

鳥片

壁画

C
O
O
O
O

B
O
O
O
O

A
1
1
1
1

1
1
1
1
1

0
0
0
1
1
1
1
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　　語　義

尽きること

乞食

屈服

踏み外したりつまついて転ぶ

こと

卓見，達見

治しにくい悪性の病気

後手を組んで深々とする御辞

儀

物品とお金

品物の中で

穀類の穂が出ること

発売

21



　
　
　
　
　
　
　
症
　
　
朝
　
　
　
　
　
　
蝕
　
石

鵡
蕪
纐
罐
難
簗
陰
欝
騨
轟
轟
轟
轟
遍
照
翼
翼

　
　
　
　
　
　
　
ろ
。
　
　

至
　
　
　
　
　
　
　
刈
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

劇
焼
塊
四
四
魍
釧
四
四
四
四
四
四
叩
網
銅
器
鯛
側
側
堺
町
劔
桝
魍
誉
干
鯛
魍
軽
魍

1
1
－
－
一
1
1
1
1
1
・
－
・
・
－
・
一
・
1
1
｝
1
1
1
1
1
、
、
1
1
1

0
1
0
0
一
〇
〇
〇
〇
1
1
0
0
0
一
〇
〇
〇
〇
一
一
〇
一
〇
〇
1
0
1
0
0
0
　
2
2

0
0
。
0
。
0
0
0
・
0
0
0
0
0
・
0
0
0
・
…
0
0
0
0
。
0
。
。
。

お祓い

言葉の代わりにの意

率先して仕事を始めること

口喧嘩

塵，ほこり

謀をよく用いる知恵

歴代王朝

憂轡な気分を振り払うこと

草木が生い茂っているさま

草が轡蒼としているさま

（気が）ふさいでさびしい

蒸し暑さ

［天文用語］

産み月を越すこと

流浪して遠い他国へ行くこと

旋律

栗

栗のいが

変わらぬ徳

この前，先日

優れた詩才

ノ」・さなほこり



一秩

切上

卒讃

弊乍一間

質鈍

蛭石

嫉視

質子

車失卓

識索

鐵銭

下職

下灘

下鮎

出訴

七聲

七絶

七縦七檎

八度音程

筆端

筆寓

筆古

筆匠

割註

割地

血赤一品

活塞

猜賊

明智

対
已望

ズ
己

頭書

レ書

岳翌

朗
「

ズ
己

翌ス1

翌スト

召刈

電可

動頬

逗剤

尋翌

釜喝

量土

智・冒

尋碧

南尋卍音

羽三音碧

羅掃

型入ト

潮入｝

週を

董手

竜ス1

土
ズ
「電

着
「

ズ
「讐

ス豊

1
1
1
1
0
1

0
0
0
0
0
∩
V

1
0
0
0
1
0
1
0
0
0
0
0
0
0
1
一
1
0
0
1
1

0

0
1
0
0
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十年

読み終えること

瞬時に

間が抜けていて鈍いこと

黒雲母が加水し変質してでき

た鉱物

嫉みにらむこと

人質

逸材

ケーブル

鉄製の硬貨

職位を解除されること

党員の除名・除籍

訴訟を起こすこと

東洋音楽の七音

七言絶句の略

思うままに放し捕えること

筆先

筆師

土地を分けてやること又はそ

の土地

ヘモグロビン

ピストン

悪賢い盗賊

悪知恵



　これら（23）と（24）の語は、特定の意味範疇に属さないとは言っても、やはり、

現在日常的に使われているものではなく、ほとんどが歴史を感じさせる古めかしい用

語である。「若向」、「號振」、「劣性」、「活塞」のような近代的な概念の語もこ’の中に含

まれているが、これらは葉音表記の分布状況、つまり『三星』だけが濃音化しないと

しているという状況から考えて、単純な表記もれの可能性が高い。

　以上、意味により様々な語類に分けて、内部境界をはさまない位置での側音後濃音

化に対する例外を挙げたが、これを大きく二つの類に分けることができる。一つは、

古い伝統的な語であり、（15）、（16）、（17）、（18）、（22）などの語と（23＞、（24）の大

部分がこれに属する。内部境界が関係する例外の中にも一部この種の語例があること

は既に指摘した通りである。もう一つの類は（19）、（20）など固有名詞的な語の類で

ある。（21）の例もこれに準ずるものと見なすことができる。そうすると内部境界をは

さまない位置での側音後無音化に対する例外は、語彙類の観点から見れば、伝統的な

語と固有名詞的な語に集中しているということになる。

　伝統的な語や固有名詞的な語が音韻上特異な性格を持つことは濃鹸化だけに限った

ことではない。例えば、漢字の読みの場合もそうである。韓国語では漢字の読みは一

文字一音が原則である。しかし、例外的にいくつかの漢字は複数の読みを持っている。

その場合、一つの読みが一般的な読みであり、他は少数の特定の語に限って用いられ

る特殊な読みであるのが普通である。その特定の語というのがやはり伝統的な語や固

有名詞であることが多いのである。

（25）見：見聞羅呈，見學君叫，見解君司，獲見魁君，意見国君，卓見二丁

　　　　謁見望週，見身司4｛現世の身｝

　　金＝金銀号名，　金脈二割，金品音筈，賞金・忌引，　資金スト号，黄金旧号

　　　　金口沼図［人名］，金浦招－［地名］

　　讃：護書号スi，讃者号スト，譲解等胡，講讃尋号，朗譲甘等，眈讃駐等

　　　　吏譲。1一早，　句法点熟畑碧

　　否：否決早羅，否認早漏，否定引込，可否7ト早，拒否71早，適否周早

　　　　否塞司州｛運が開かないこと｝，　否運司岳｛不運r

　　数：敦式牛剤，教理千スト，倒立ヰ司一，概藪7η千，算敷・忌牛，黒占数唱ヰ

　　　　敷敏叫尋｛度々1，頻数岨替｛頻度｝，教署尋エ｛目の細かい綱｝
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宿：宿泊奇叫，宿望奇魁，宿題奇刈，寄宿71奇，同宿号今，下宿言ト奇

　　日曜・午豆｛二十八宿と九曜｝，星宿想千

食：食券司覗，食堂司喝，食事揖朴，洋食磐司，飲食音司，定食碧司

　　食氣λレ1｛穀物を食べる気分｝，疏食土スH粗食｝，食氏。1列［人名］

若：若干叫姓，若輩叶明，若是叶ス1，老若上叶，萬若吐叫，自若スト叫

　　蘭止せ。Hお寺1，般若貼叶

葉：葉脈唱明，葉書唱刈，葉片唱項，枯葉エ唱，落葉叶噌，末葉吐唱

　　葉氏椙列［人名］

また、韓国語に限らず他の言語でも伝統的な語や固有名詞は音韻的に特異な性格を持

つことが多いことはよく知られている。例えば日本語でも、これらの類に属する漢字

語に特殊な読みものが多い。

　本稿では、一般に例外のない過程であると考えらている側音後濃音化に対して、実

際にはかなりの数の例外があることを指摘し、そしてその例外が語構成の境界をはさ

む位置と特殊な類の語彙に集中していることを示した。このような事実を指摘しても

側音後濃音化の記述が精密化できるというわけではない。例外が一定の性格を持つこ

とを示しただけであって、そのような性格を持つ語がすべて側音後濃音化の例外とな

るわけではないからである。語構成の境界をはさむ位置でも、また伝統的概念を表す

語や固有名詞的な語においても側音後濃音化を生じる例の方が多いのである。したがっ

て、本稿の示した事実は側音後濃音化の記述の精密化という点では実質的な貢献をす

るものとは言えないことは確かである。しかしながら、例外が特定の場合に集中して

いるという事実は、規則性を持つほどではないとしても、そこに何らかの力が働いて

いることを強く示唆している。

6．固有語と側音後三音化

　最：後に、側音後濃音化に関するもう一つの定説的側面について触れておきたい。本

稿の冒頭で述べたように、側音後濃音化は、従来、漢字語を特徴付ける過程であると

見なされてきた。しかし、これには少し注釈の必要がある。漢字語を特徴付けるとい

うことは、固有語には生じないということであるが、実際、その確実な証拠は非常に

少ないのである。まず、次の例を検討してみよう。
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（26）　a．　告一三　｛酒も｝，　書一至ヌレ　｛酒さえl

　　b．告一叫｛遊ぶ｝，着一ス1｛遊ば（ない）｝，寺一スレ｛遊ぼう｝

　　c．者一誤1牡蠣の塩辛h　せ一翌｛生糸｝，昔一唱1石垣｝，号一舎｛石釜｝，港一

　　　　碧｛刃物を使うこと1，望一翌1毛糸｝

確かにごれらの語においては側音後濃音化は生じない。しかし、これらは単一形態素

からなるものではない。（26）に示したように／己／と歯音系子音との間に何らかの境

界が介在しており、いずれも二個の形態素からなる構造である。このような構造にお

いて側音後濃音化が生じないからと言って、固有語にそれが生じないという証拠にな

らないことは明らかであろう。

　単一の固有語形態素で臨調後濃音化の反例と見なし得るものは、実は、次の（27＞

のような擬音・擬態語あるいはそれに準ずる語に限られるのである2）。

（27）a．望望｛ぶるぶるL　苦暑｛くるくる｝，登・暑｛そろそろ｝，・豊・翌｛のそのそ｝，

　　　　告告1そよそよL告告｛ゆるゆる｝，・翌唱｛にやにや｝，冴冴｛ずるずる｝，

　　　　智翌｛ぐらぐら｝，書写｛さらさら｝，言書｛ざあざあ｝，翌翌｛ずるずる｝，

　　　　畳苦糾叫｛利口だ1，・慧磐言ト叫｛ずるい｝

　　b．号量一号音｛くるくる1，　暑・豊号・翌｛ゆらゆら｝，　毫L量’老L骨｛ぐるぐる｝，　号

　　　　翌号望｛ふわふ制，　山号・柱号｛そよそよ｝，母号遭号｛さやさや｝

　　c．を4号司叫｛意地汚くがつがつする1，普キ誹叫｛くびれている｝

（27a，　b）は反復形式、（27c）は非反復形式の擬音・擬態語であるが、前者の例が圧

倒的に多い。

　擬音・擬態語以外の固有語では、側音後濃音戸を生じる環境が注2）の極くわずか

な例を除いては存在しない。

　つまり、／己／の後に平音／〔，入，入／が来ることはほとんどなく、濃音の／し亡，

杁，杁／が現われるのが普通である。

（28）己し〔：唱明｛体格1，唱唯｛台無し｝，量署｛糸車の心棒1，者号｛煙突｝，畦

　　　　　誓｛棒杭h　三号。1｛瘤山持ち｝，翌叫｛赤馬1，書醐71｛ちっぽけ｝

　　己杁＝せ図｛天気b　魁各｛お言葉｝，唱列｛すでに｝，望超｛はるかに1
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己杁：丑桝71｛谷｝，戸口7】｛ぎざぎざのある銀貨｝，畳列｛敷物｝，著列｛び

　　　り｝，せ叫｛日数｝，量叫｛生もの｝，せ列｛船の底に敷く木の枝で編ん

　　だもの｝，せ圏｛所得｝，せ耐｛野生の鷹｝，魁叫｛歩（数）1，登碕陵｝，

　　唱舛｛核心｝，尾口1粋1，苦磐｛棚1，電警｛つつじ｝

　そして、擬音・擬態語でも、次のように元々／己／の後に濃音を持つものの方がは

るかに多い。

（29）a．己江：望叫｛ごくっ｝，璽唄｛すつく｝，鯉唄｛がばっ1，音叫｛げろっ｝，

　　　　　　　月白｛ぺたっ1，里明｛ぽんと｝，無印｛すっかり1，磐叫｛つるっ

　　　　　　　と｝

　　　　己杁：暑善｛にゅっと1，望処｛ちらっと1，を叫｛ぴしゃつ｝，を糾｛ば

　　　　　　　しゃつ｝，　望瑚｛どっかり｝，　暑叫｛ぱっと｝，　暑醐｛ふわっと｝，

　　　　　　　暑叫肱々と｝

　　　　己杁：登叫｛そっと｝，三口｛さっと｝，電超｛ぱっと｝，奄叫｛ぺろぺろ｝，

　　　　　　　月日｛ごくり｝，望剰｛ぱっと1，望週｛広々と｝

　　b．己江：望署蛙薯｛まじまじ｝，望薯望号｛きょとんと｝，望噌里唄｛どきど

　　　　　　　き1，暑署暑等｛ぷりぷり｝，香叫書目｛ちびちび｝，奄署畦薯｛ぐ

　　　　　　　ずぐず1

　　　　己杁；量叫唱叫｛がたがた｝，号圏号想｛そわそわ｝，望筈望7筈｛もやもや｝，

　　　　　　　望苦唱苦｛まだらに｝，暑警暑等｛ぼこぼこ｝

　　　　己杁＝畳叫望叫｛がりがり｝，自警せ等｛ぎざぎざ｝，八尋魁響1ちらちら｝，

　　　　　　　暑剰苦観｛ごしごし｝，唱剋唱剋｛ぺこぺこ｝

　　c．己江：モ等言ト叫｛夢中・熱心だL　望叫苛叫旧がくぼんでいる｝，登誓誹

　　　　　　　叫｛つつましい1，唱砦言ト叫｛充実している｝，唱望望誹叫｛目がく

　　　　　　　らむようだ｝，を年糾叫ぱびれている｝

　　　　己杁：望組言ト叫｛かすめる｝，量矧尋叫｛やや欠けている｝，せ罹言ト叫｛ほっ

　　　　　　　そりしている｝，号週尋叫｛軟らかい｝，暑畳さト4｛かわいそうだ｝，

　　　　　　　を警さト叫｛くびれている1，自誓糾叫｛細長く伸びている｝，量等時

　　　　　　　叫｛やつれて青白い｝

　　　　己杁：を警言ト4｛こってりしている｝，せ警糾叫｛やや長めである｝，望剰
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苛4｛かなり広い｝，望磐尋叫｛きずがない｝，電響糾叫｛かなり遠

い｝，墾警言ト叫｛やせて顔色が悪い｝

　要するに、確かに側音品濃音化が過程として適用されるのは漢字語の場合であるけ

れども、固有語にはまったく関係しないというわけではない。固有語の場合には、擬

音・擬態語の一部を除いて、形態素の構造自体が側音後濃音化の適用を受けてしまっ

た形になっているのである。つまり、固有語においては、側音後濃音化は形態素構造

条件として働いていると見なすべきである3）。おそらく、歴史的には漢字語と固有語の

側音後濃音化は同一の過程であったと思われる。それが現在のように互いに位置づけ

を与えるようになったのは、漢字のハングル表記をできる限り一定に保とうとする力

が働いたためであると考えられる。

注

1）「不」には／暑／の他に／早／という異形態があり「不一待接早朗碧」｛まずい接

　　待｝，「不一道徳早三円」，「不一自然早スト望」，「不一自由早スト｝刊，など／〔／

　　や／入／で始まる要素の前では後者が用いられる。その場合には、もちろん、

　　側音後濃音化の対象にはならない。

2）単一の固有語形態素で側音後濃音化の対象となるものは次の14個しか存在しな

　　い。

a．濃音化するもの

　君到｛“「”型の掛け金｝，弓到｛梁・桁などに施す模様の一部｝，量切｛軸・

　心棒｝

b，濃音化しないもの

　丑日一主，｛ムレスズメ｝，丑号量一し十号｛アキノキ・リンソウ｝，丑スト朗｛頭C㌧習

　叫月”の言葉M，暑一拉一如。1｛日南の谷城郡石谷面でとれる麻｝，魁吾｛エビ

　モ1，　壁到｛他人の秘密を探って別の人にこっそり知らせること，告げ口｝，

　を朴司｛小ずるいおべっかつかい｝，唱昊一土司｛趨蹟をする時に少し速いテ

　ンポで呼ぶ声｝，曽・暑ol望一斗｛タマゴヤドリコバチ科｝，暑午一尋叫｛落ち着

　いて寛大だ｝
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c．辞典間で表記の異なるもの

望号7ト司一暑

A　　B　　C　　　語　義

1　　0　　1　テンジクダイ

また、次のような西洋語からの外来語においても側音後濃音化は生じない。

己亡　：一口．三．gold，　丑モ…・golden，　一暑三スl　bulldozer，

　　　三aldehyde，里三world，量司己干caldera，

　　　書判holder

己入：暑列三falsetto，　週刈pulser，　望ムpulse，

己ニベ　：電碧bulging，　刈1望z＝sales

望望building，　（琶司司

書三．cold，　5甚三一field，

薯ムfa正se

3）次のように元来複合語であったものが単純語化する過程において、／己／の脱

　落によってこの形態素構造条件を保持している例もある。

叫量oil月毎に｝（＜せ一毫01），　叫司望7叫｛甘ったるい｝（＜望回量1斗），　ロト引

｛斗と升｝（＜畦国），叫土｛馬と牛｝（〈畦一土），司叫響叫｛遠い感じがする｝

（＜望叫響じD，早香1水虫｝（〈暑一月），早・曾｛＋能｝（〈暑一昔），早を　｛小

さい＋能1（＜暑一を），早刈｛火箸｝（＜暑一刈）
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